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１ 教育目標 

３ 目標達成のための具体的な取組 

（１）教職員の指導力の向上 

① カリキュラムマネジメントを進め、教材や指導法を工夫し、授業改善を進める。 

② 特別な支援が必要な児童のために、個々に適した指導法の工夫や改善を行う。 

③ タブレットなどを活用した指導を積極的に取り入れ、より効果的な指導を探る。 

④ 主体的・対話的で深い学びの充実を目指し、自分の考えをもつことができる児童の育成を目指す。 

２ こんな学校を目指します 

４つの「あ」を大切に、心も体も健やかに育ち、学習効果が上がる学校 

子どもたちみんなが友だちや先生に会いたいと登校する学校 

●児童に「愛情」を注ぐ学校 

●児童が「安全」で「安心」して過ごすことができる学校 

●互いに「あいさつ」や「温かい言葉」が交わし合える学校 

●「ありがとう」という感謝の気持ちを大切にした学校 

 

 

 

（２）生活指導及び特別支援教育の充実 

  ① 本校の生活のきまりを全教員が共通理解し、共通した指導を実践する。 

  ② 特別支援教育、虐待防止やいじめ対策について全校で組織的に対応する。 

  ③ 良さを認め「ほめて伸ばす」を合言葉に、あたたかな心を育む指導を実践する。 

  ④ 報連相を徹底し、問題発生時の初期対応を学年体制で丁寧に行う。 

『自ら未来を切り拓く 心豊かで たくましい 児童の育成』  

（３） 児童の健康と安全の増進 

  ① 体力づくり、健康や食に関して計画的に指導し、児童・保護者への啓発を進める。 

  ② 教育環境や設備の点検、整備を定期的に実施し、安全な学校づくりを推進する。 

  ③「自分の命は自分で守る」意識をもち安全のため自ら行動する児童の育成を図る。 

知 

体  徳 
 

「確かな学力の育成」 

◇主体的に学習に取り組む態度の育成 

◇基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着 

◇言語活動の充実・自分の考えをもつことができる児童の育成 

◇タブレットとＩＣＴ機器の効果的な活用 

 

 

 

 

 

「豊かな心の育成」 

◇より良い人間関係を築く言語環境の整備より 

◇いじめ・不登校の未然防止・早期発見・早期対応 

◇キャリア教育の充実 

「健やかな体」の育成 
 

◇体を動かすことの習慣化 

◇心身共に健康な児童の育成 

◇「学校レガシーの取組を、地

域人材を活用して推進する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明治 ７年 上宿宝晃院に上保谷小学校として開校。 平成２５年 各教室エアコン設置 

明治１７年 現在地に校舎を建設移転、宝晃院より記 平成２６年 創立１４０周年記念式典（１０月３１日） 

  念樹として、「このて柏」を移植。 平成２７ 東京都教育委員会オリンピック・パラリンピック教 

大正１３年 校章（このて柏）が制定される。  ～２９年  育推進校 

昭和２７年 従来の校歌を改め、現在の校歌を制定する。  東京都教育委員会日本の伝統・文化の良さを発 

昭和４２年 保谷市制施行により、校名を保谷市立保谷小学  信する能力・態度の育成事業指定校 

  校とする。 平成３０年・ 東京都教育委員会オリンピック・パラリンピック教 

昭和４２年 プール落成式 令和元年  育推進校 

昭和４７年 体育館完成 令和２年 コロナ感染症流行のため、緊急事態宣言が発出 

平成１０年 給食調理業務民間委託が始まる。  され、臨時休校措置が取られる。 

平成１３年 市合併により西東京市立保谷小学校となる。   分散登校を経て、通常登校となる 

平成１４年 ことばの教室「えがお」が新設される。 令和３年 タブレット一人一台を導入した教育活動開始 

平成１６年 創立１３０周年記念式典及び、保小フェスタ１３０   体育館エアコン設置 

  開催  東京オリンピック・パラリンピックが１年の延期を経 

平成１８年 防犯カメラ設置  て開催される。 

平成２２年 コンピュータ室 令和５年 西東京ふるさと探究学習の実施 

  パソコン、机、椅子、入れ替え設置 令和６年 保谷小学校そよかぜ教室開設 

平成２４年 校庭全面芝生化   創立１5０周年記念式典（１1月 8日） 

主体的に学ぶ児童の育成 ～話す・聞く活動を通して～ 

 

４ 確かな学力のための研究の取組 

（１）研究の概要 

・国語科「話すこと・聞くこと」の授業において、課題に対して自分の考えをどのように伝えるのか、

また、友達の考えの良さに気付いたり違いに気付いたりする活動を通して自分の考えをよりよいも

のにすることができる授業づくりを進める。 

・課題提示や発問の工夫、対話的活動の充実など、児童の主体的な学びを引き出するための効果的な

手立てを明らかにする。 

（２）研究の方法 

・年間４回の研究授業、協議会を通して、研究の成果と課題について検証し、指導に生かす。 

・外部講師による講話や日々の教職員の研修の充実により、教職員の授業力向上をめざす。 

５ 学校の沿革 

研究 

主題 

（４）保護者、地域、他機関との連携 

① 保護者、地域へ教育活動を積極的に公開し、外部人材の活用を推進する。 

  ② コミュニティースクールの強みを生かして、保育園、幼稚園、中学校との連携を深めるとともに、

西東京市小中一貫教育を進める。 

 

（５）効果的な学校運営組織の構築、校務改善 

  ① 報告、連絡、相談を密にし、迅速対応に徹する。記録を忘れない。 

  ② 企画委員会、経営支援部を中心に働き方改革・校務改善を進める。 

  ③ 教材費会計の引き落としの適正な実施と事務管理 

  ④ 私費負担教材のスリム化推進 
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7

11

17

21

24

25

28

9

24

6 14

18

22

2

11

27

3

8

16

17

24

6

14

25

26

1 8

7

12

17

26

13

16

18

24

25

26

行　事

一

学

期

4

始業式・入学式

給食始(2年～6年)

15
保護者会(5・6年)

開校記念日

保護者会(1・2年)

18
保護者会(3・4年)

給食始(1年)

1年生を迎える会

遠足(5年)

学校公開日

遠足(4年)

5
離任式

運動会

学校公開日・セーフティ教室

(1・2・3・4年)

7
終業式

夏季休業開始(～8月31日)

二

学

期

9

始業式

社会科見学(4年)

学校公開日・道徳地区公開講座

10

遠足(2年)

移動教室(6年)(～10日)

遠足(1年)

社会科見学(5年)

学校公開日・セーフティ教室

11
遠足(3年)

展覧会(～15日)

12
終業式

冬季休業日開始(～1月7日)

三
学
期

始業式

2

学校公開日

お別れスポーツ大会(5・6年)

社会科見学(3年)

6年生を送る会

3

保護者会(5・6年)

保護者会(3・4年)

保護者会(1・2年)

修了式

卒業式

春季休業日始(～4月5日)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通級指導学級 ことばの教室『えがお』 

                       教室直通 電話  ０４２－４６３－１２８２ 

                            ＦＡＸ ０４２－４５２－５７５０ 

 

 吃音や発音の誤りなど、ことばに関する心配の軽減・改善を図るために 

保護者の方や在籍学級の先生と連携しながら、一人ひとりにあった支援を 

行う教室です。 

ことばの教室について 

★週 1回（45分）の指導。 

★それぞれの課題に応じた『個別指導』。 

★発語器官の運動を高め正しい発音を獲得するための指導。 

★吃音による不安の軽減や、吃音理解・自己理解を促す指導。 

ことばの教室の指導について 

 

８ 通級指導学級 

７ 特別支援教室「保谷小そよかぜ教室」 

このような課題がある児童が指導を受けます 

①コミュニケーションのすれちがいが多い。 

②集団生活になじみにくい。 

③状況や人の気持ちを捉えるのが苦手。 

④読む、書く、聞く、話す等のうち、特定のものの学習が難しい。 

⑤気持ちの切り替えがうまくできない。 

⑥衝動的に行動してしまう。 

 

。 

 

特別支援教室の指導について  

学習上・生活上の困り感のある児童のニーズに対応した指導を行い、 

次のような力を育てます。 

・コミュニケーション力 ・意欲 ・自立心 ・自信 ・自己肯定感 

・拠点校の東伏見小学校そよかぜ教室から巡回指導教員が保谷小学校に来て指導します。 

・原則週 1 日 1～3 時間程度の指導を受けます。 

・「小集団指導」と「個別指導」を組み合わせて指導します。 

・入室については、保谷小学校を通し就学支援委員会で判定します。担任にご相談ください。 

・そよかぜ教室担任への相談日が毎学期設けられています。お便りを見て申し込んでください。 

 

 

 

 

９ あったか先生の推進 

 

西東京市ではすべての学校で「西東京あったか先生」を

宣言し、一人ひとりの子どもたちを大切にする教育をすす

めています。 

 本校でも、日々の教育活動の中で教員、児童共に温かい

言葉遣いを心掛けたり、毎月、全教職員による振り返りを

行ったりしています。 

安心・安全であたたかい学校であるために… 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【委員会活動】１４：３５～１５：２０ 

【クラブ活動】１４：３５～１５：３５ 

 

  

 

 

西 東 京 市 立 保 谷 小 学 校  

校長 久森 信 

〒202-0015 東京都西東京市保谷町 1-3-35 

TEL 042-463-4511   FAX 042-463-4722 

URL  http://www.nishitokyo.ed.jp/e-houya/ 

E-MAIL  e-houya@nishitokyo.ed.jp 
 

 
月～金曜日 土曜日 

登 校 ８：１５～ ８：２５ 

朝の会 

８：３０～ ８：４５ 

【朝会 ８：３０～ ８：４０】 

【朝読書 登校～８：４０】 

８：２５～ ８：３５ 

１校時 ８：４５～ ９：３０ ８：３５～ ９：２０ 

２校時 ９：３５～１０：２０ ９：２５～１０：１０ 

中休み １０：２０～１０：４０ １０：１０～１０：３０ 

３校時 １０：４０～１１：２５ １０：３０～１１：１５ 

４校時 １１：３０～１２：１５ １１：２０～１２：０５ 

給 食 １２：１５～１３：００  

清 掃 13：00～13：15 
【水曜日】 

なし 
 

昼休み 13：15～13：35 
 

 
 

５校時 13：35～14：20   

６校時 14：25～15：10   

帰りの会 15:10～15:20 13：00～13：15 
3 時間授業 11：15～11：25 

4 時間授業 12：05～12：15 

集会 

のびっこタイム 
 13：15～13：35  

下校時刻 

(最終下校) 

最終授業終了 15 分後 

委員会活動日 15：30 

クラブ活動日 15：45 

13：50 最終授業終了 15 分後 

学

年 

学

級

数 

児童数 

男 女 計 

1

年 
３ 48 47 95 

2

年 
３ 47 36 83 

3

年 
３ 40 39 79 

4

年 
３ 56 42 98 

5

年 
３ 51 38 89 

6

年 
２ 38 32 70 

計 17 280 233 510 

7 月 1 日現在   

 

１０ 生活時程 １１ 児童数 


